
一
〇

　

東

方

学

術

賞

顕

彰

式

謹
啓
　
新
春
を
理
え
　
貴
台
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
仰
清
祥
の

こ
と
と
仰
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

さ
て
　
財
団
法
人
　
気
方
研
究
会
は
　
本
年
度
め
で
た
く
創
設
二
十
周

年
を
理
え
ま
す
　
そ
こ
で
記ヽ
念
す
べ
き
こ
の
年
に
　

」ヽ
れ
ま
で
イ
ン
ド

大
使
銘
と
の
共
同
開
催
に
て
　
学
術
及
び
文
化
活
動
の
優
れ

た
業
績
を

せ
に
広
く
顕
彰
す
べ
く
行
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
泉
方
学
術
頭
彰
式
の

第
十
回
顕
彰
式
を
批
り
行
な

い
　
併
せ
て
二
十
日
年
の
記
念
式
典
を
挙

行
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た

先
般
来
　
選
考
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
客
議
し
た
結
果
　
第
十
回
泉
方
学

術
貸
史
貸
者

は
　

　

　

」

学

術
特

別
頭
彰

と
し

て

一二
　
い伎
　
☆
一
直
官
筑
友
入
牛
名
誉
教
授

・
夫
挙
博
士
）

学
術
推
進
顕
彰

と
し

て

ヤ

村

敏

夫

完

曇
ネ
弁
改
士
会
副
会
長

前
第

一
生
命
法
律
顧
間

・
弁
技
と

森

　
日
　
程
中　
期
貫
四
天
工
寺
副
管
長

・
前
四
天
王
寺
学
園
理
事
長
）

学

術
貸

と
し

て

人含

　
　
　
知ヽ
　
日
貸
韓
国
国
立
括
辞
文
化
研
究
虎
教
授

・
丈
学
博
士
）

ロ
　
コ
一　
急
伊
　
サす

（名
古
屋
大
学
講
師

・
泉
方
学
虎
誌
錦

・
文
学
輝
士
）

の
各
氏
に
決
定
し
ま
し
た
　
頭
彰
式
は
　
左
の
如
く
行
な
い
ま
す

一
、

場
　
所
　
イ
ン
ド
人
使
錯

東
京
都
千
代
田
区
た
段
南

二
丁
ロ
ニ
／
十

一
（千
島
が
測
）

一一、
日
　
時
　
平
成
九
年
二
月
二
十

四
日
（月
）
午
後
二
時
～
年
後
四
時
半

ま
た
　
引
き
続
き
左
の
如
く
三
十
周
年
記
念
式
典
を
行
な
い
ま
す

一
、

場
　
所
　
フ
ェ
ヤ
ー
モ
ン
ト
ホ
テ
ル
　
地
下

一
階

「鶴
の
間
」

兵
京
都
千
代
田
区
え
段
南

二
丁
目

一
ノ
十
七

電
話

○
ニ
ー
二
一互
ハ
二
十

一
十
五

一
～

九

一一、
日
　
時
　
子
威
九
年
二
月
二
十
四
日
（月
）
十
枚
工
靖
～
午
後
七
時

二
、

会

費

　

一
方

円

つ
き
ま
し
て
は
　
仰
多
用
中
恐
縮
で
す
が
仰
来
行
の
求
に
あ
ず
か
り
た
く

こ
こ
に
仰
突
内
申
し
上
げ
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
　
具

平
成
九
年
二
月
吉
日

各

位
止
信
　
会
場
の
都
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
　
仰
出
入
を
同
対
の
素
書
に
て
　
一二
月
十
三
日
起
に
仰
知
ら
せ

頂
き
ま
す
よ
う
仰
嬢

い
申
し
上
げ
ま
す 学理   財

虎手  里
長長   人

中 央泉

方

村
方

研

学
究

死 院会

車L



式
次
第

一
、

開
会
の
辞

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

二
、

挨
拶
な
ら
び
に
受
賞
者
の
業
績
紹
介

・

三
、

イ
ン
ド
大
使
挨
拶

・
・
・
・
・
・
・
・

四
、

賞
の
贈
呈

（
一
）
英
文
賞
状
並
び
に
副
賞
授
与

・
・
・

（
二
）
和
文
賞
状
並
び
に
副
賞
授
与

・
・
・
・
・
・
・

∧
特
志
勤
務
、

坂
本
節
子

・
中
浦
仲
代
両
女
史
の
顕
彰

五
、

謝
辞

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

六
、

祝
電
披
露

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

七
、

閉
会
の
辞

・
・
・
・
・
１

・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
阿
部
慈
園
総
務

・
・
・
・
・
・
中
村
元
理
事
長

．　
．　
．　
“　
．　
．
【こ
岸ュ
汁ｏ
一のｐゴ
ＯＯく

イ
ン
ド
大
使

通
訳
　
一向
橋
尭
英
主
事

・　
・　
・　
・　
・　
・
【Ｃ
ド一
汁じ
一の申ゴ
ａＯ
く

イ
ン
ド
大
使

三
枝
充
恵
先
生

中
村
敏
夫
先
生

森
田
禅
朗
先
生

（代
理
、

平
岡
宏

一
先
生
）

金
知
見
先
生

回
辺
和
子
先
生

・
・
・
中
村
元
理
事
長

・
・
・
中
村
元
理
事
長
∨

・
・
・
三
枝
充
恵
先
生

（代
表
）

・
・
・
阿
部
慈
園
総
務

・
・
・
阿
部
慈
園
総
務



中
村
理
事
長
挨
拶

主
催
者
を
代
表
し
ま
し
て
、　

三
一車
」挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
と
き
に
財
団
法
人

・
東
方
研
究
会
は
、

お
か
げ
さ
ま
で
本
年
度
に
は
め
で
た
く
創
設
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、
こ
れ
ま
で
イ
ン

ド
大
使
館
と
の
共
同
開
催
に
て
、

学
術
お
よ
び
文
化
活
動
の
優
れ
た
業
績
を
世
に
広
く
顕
彰
す
べ
く
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
、

東
方
学
術
顕
彰
式
の
第
十
回
顕
彰
式
を

執
り
行
い
、

併
せ
て
、

二
十
周
年
の
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
イ
ン
ド
大
使
館
の
ご
協
力
を
得
ま
し
て
、

共
同
で
こ
こ
に
第
十
回
東
方
学
術
賞
の
贈
呈
式
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
す
と
い
う
こ
と
は
、

わ
れ
わ
れ
の
最
も

光
栄
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
財
団
法
人
東
方
研
究
会
は
、

「東
洋
思
想
の
研
究
及
び
そ
の
成
果
の
普
及
」
と
い
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
研
究
会
で
あ
り
ま
し
て
、

昭
和
四
十
五
年

（
一
九
七
〇
年
）
十

一
月
十
二
日
付
け
を
も

っ
て
財
団
法
人
の
設
立
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

ま
こ
と
に
微
々
た
る
団
体
で
は
あ
り
ま
す
が
、

全
国
に
わ
た
る
諸
方
面
か

ち
熱
心
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
、

諸
般
の
活
動
を
続
け
て
参
り
、

次
第
に
発
展
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
う
し
て
、

そ
の
活
動
の
一
環
と
致
し
ま
し
て
、

斯
学
の
発
展
を
は

か
る
た
め
に
、

真
に
学
問
的
意
義
が
あ
り
、

世
の
人
々
を
益
す
る
恒
久
的
な
事
業
を
遂
行
し
た
い
と
か
ね
が
ね
念
願
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

そ
の

一
環
と
し
て
イ
ン
ド

大
使
館
と
共
同
主
催
に
て

「東
方
学
術
賞
」
を
設
け
て
、

学
者
の
す
ぐ
れ
た
業
績
を
世
に
広
く
顕
彰
す
る
こ
と
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
年
は
先
般
来
、

選
考
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

第
十
回
東
方
学
術
賞
受
賞
者
は
、

学
術
特
別
顕
彰
と
し
て
三
枝
充
恵
博
士
、

学
術
賞
と
し
て

金
知
見
博
士
、

田
辺
和
子
博
士
、

学
術
推
進
顕
彰
と
し
て
弁
護
士
の
中
村
敏
夫
氏
、

四
天
王
寺

・
和
宗
管
長
の
森
田
禅
朗
和
上
の
業
績
を
讃
え
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
の
で
、

本
日
午
後
三
時
か
ら
イ
ン
ド
大
使
館
に
お
い
て
顕
彰
式
を
行
う
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

顕
彰
式
に
引
き
続
き
、

近
く
の
フ
ェ
ア
モ
ン
ト

・
ホ
テ
ル
に
お
い
て

東
方
研
究
会
の
三
十
周
年
記
念
式
典
を
行
い
ま
す
。

本
日
の
式
典
挙
行
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
ド
大
使
館
の
ク
ル
デ
ィ
プ

・
サ
ハ
デ
ブ

（Ｆ
の
マ
８
Ｆ
留
母

否
圧
３

留
江
Φ
じ

大
使
閣
下
を
は
じ
め
、

イ
ン
ド
大
使
館
の

役
員
各
位
よ
り
多
大
の
御
懇
切
な
御
配
慮
に
与
り
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
来
賓
各
位
に
は
、

御
多
用
中
、

御
繰
合
せ
御
来
鴛
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
、

顕
彰
を
受
け
ら
れ
る
方
々
の
御
功
績
を
簡
単
に
御
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

「東
方
学
術
賞

・
学
術
特
別
顕
彰
」
を
受
け
ら
れ
ま
す
三
枝
充
恵
博
士
は
、

東
京
大
学
で
イ
ン
ド
哲
学

・
仏
教
学
を
修
め
ら
れ
た
の
ち
、

共
立
薬
科
大
学
、

図
學
院

大
学
、

筑
波
大
学
、
日
本
大
学
で
多
年
に
わ
た
り
、

研
究
と
教
育
に
た
ず
さ
わ

っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、

筑
波
大
学
名
誉
教
授
で
あ
ら
れ
る

一
方
、

わ
が
東
方
学

院
で
も
講
師
と
し
て
御
活
躍
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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博
士
の
ご
業
績
は
き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
つ
は
、

大
乗
仏
教
の
中
観
派
の
思
想
研
究
、

特
に

『中
論
』
を
中
心
と
す
る
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ

ュ
ナ

（龍
樹
）
と
い
う
哲
学
者
の
研
究
に
す
ぐ
れ
た
ご
業
績
を
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
的
そ
の
中
に
は
、

か
つ
て
フ
ン
ボ
ル
ト
奨
学
生
と
し
て
ド
イ
ツ
の
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に
留
学
し
、
軍
じ
，を
受
け
ら
れ
た

『大
智
度
論
研
究
』
も
含
ま
れ

ま
す
。　
　
・

二
つ
口
は
最
初
期
の
仏
教
に
関
す
る
研
究
で
す
。

広
汎
な
資
料
を
駆
使
し
て
著
さ
れ
た
大
著

『初
期
仏
教
の
思
想
』
で
は
、

特
に
縁
起
、

無
常
、

無
我
な
ど
、

仏
教

の
根
本
的
か
つ
き
わ
め
て
重
要
な
教
義
に
対
す
る
深
い
洞
察
が
な
さ
れ
、

最
初
期
の
仏
教
の
思
想
研
究
に
大
き
な
貢
献
を
は
た
し
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
比
較
思
想
の
領
域
の
研
究
で
す
。

学
位
論
文

『東
洋
思
想
と
西
洋
思
想

・
・
比
較
思
想
序
論
』
に
表
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、

仏
教
と
い
う
限
定
さ
れ
た
領

域
か
ら
だ
け
で
な
く
、

つ
ね
に
世
界
的
な
視
野
で
も
の
ご
と
を
提
え
、

西
洋
哲
学
と
東
洋
哲
学
の
融
合
な
い
し
統
合
を
目
指
そ
う
と
す
る
姿
勢
は
、　

一
般
社
会
人
の
間

に
仏
教
思
想
の
深
い
理
解
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

博
士
の
存
在
は
、

思
想
研
究
を
志
す
者
の
す
ぐ
れ
た
模
範
と
し
て
、

大
き
な
影
響
を
与
え
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

博
士
に
は

一
般
向
け
の
著
作
も
多
く
、

『バ
ウ
ッ
ダ
』

『仏
教
入
門
』
な
ど
は
、

独
特
の
文
体
で
わ
か
り
や
す
い
語
り
日
が
親
し
み
を
も

っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。

中
村
敏
夫
弁
護
士
は
、

第

一
高
等
学
校
を
経
て
、

昭
和
十
六
年
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
第

一
生
命
保
険
相
互
会
社
な
ど
を

経
て
、

昭
和
四
十
二
年
に
は
、

東
京
弁
護
士
会
副
会
長
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
理
事
を
務
め
、
さ
ら
に
第

一
生
命
館
ビ
ル
内
に
中
村
敏
夫
法
律
事
務
所
を
開
設
さ
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

社
会
に
お
け
る
様
々
な
形
で
の
ご
貢
献
に
対
し
ま
し
て
、

動
四
等
瑞
宝
章
を
お
受
け
に
な
ら
れ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

中
村
弁
護
士
は
、

財
団
法
人

・
東
方
研
究
会
の
設
立
当
初
か
ら
多
大
な
尽
力
を
賜

っ
た
最
も
重
要
な
協
力
者
の
ひ
と
り
で
あ
り
ま
す
。

当
研
究
会
は
、

昭
和
四
十
五

年
十

一
月
十
二
日
付
け
で
文
部
大
臣
よ
り
財
団
法
人
設
立
の
許
可
を
得
て
お
り
ま
す
が
、

中
村
弁
護
士
は
そ
れ
よ
り
以
前
の
昭
和
四
十
五
年
七
月
十
五
日
の

（財
）
東

方
研
究
会
設
立
発
起
人
会
に
お
け
る
設
立
発
起
人
の
一
人
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
設
立
発
起
人
は
、

ほ
か
に
現
理
事
長
中
村
元
、

現
理
事
宇
佐
見
鉄
雄
氏
、

故
倉
知

善

一
氏
の
四
名
か
ら
な

っ
て
お
り
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
≡

さ
ら
に
、

現
在
の
当
研
究
会
の
地
所
お
よ
び
建
物
を
購
入
す
る
際
に
は
、

中
村
敏
夫
弁
護
士
が
中
心
と
な
り
同
志
を
募
り
、

寄
付
募
金
活
動
を
推
進
し
て
頂
き
ま
し

た
。

以
来
、

弁
護
士
の
法
律
事
務
所
に
当
研
究
会
の
財
務
管
理
部
を
お
か
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
今
日
に
至
る
ま
で
当
研
究
会
の
理
事
、

常
務
理
事
と
し
て
、

常
に
会
の
維
持
発
展
の
た
め
、

御
蓋
力
頂
い
て
き
ま
し
た
。
中
村
弁
護
士
は
、

当
財
団
法
人
の
た
め
に
、

み
ず
か
ら
多
大
の
私
財
を
提
供
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
ま
で
に
当
研
究
会
か
ら
多
く
の
研
究
者
が
巣
立
ち
、

研
究
会
も
着
実
な
歩
み
を
示
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
中
村
弁
護
士
を
は
じ
め
と
し
て
そ
の
同
志
の
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皆
様
方
の
協
力
の
お
か
げ
様
で
あ
り
、

そ
れ
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
ら
、

今
日
の
こ
の
よ
う
な
当
研
究
会
の
発
展
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
様
な
、

中
村
敏
夫
弁
護
士
の
ご
功
績
に
対
し
、

当
研
究
会
と
致
し
ま
し
て
は
、

「東
方
学
術
推
進
顕
彰
」
を
も

っ
て
お
報
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

森
田
禅
朗
博
士
は
、

外
科
の
名
医
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
る
傍
ら
、

研
究
者
と
し
て
も
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
ら
れ
、

の
ち
、

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
短
期
大
学
部
保

健
科
の
教
授
と
し
て
研
究

・
教
育
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
九
年
か
ら
平
成
七
年
ま
で
、

四
天
王
寺
学
園
お
よ
び
社
会
福
祉
法
人

・
四
天
王
寺
福
祉
事
業
国
の
理
事
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
↓

学
園
関
係
で
は
、

イ
ギ
リ
ス
に
小

。
中

・
高
校
よ
り
な
る
英
国
四
天
王
寺
学
園
を
開
設
さ
れ
た
ほ
か
、

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
と
ウ
ィ
ー
ン
大
学
法
学
部

・
労
働

法

・
社
会
法
研
究
所
と
の
間
で
十
年
来
続
い
て
お
り
ま
す
共
同
研
究
を
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
共
同
研
究
会
の
成
果
は
、

順
次
世
に
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

私
も

御
依
頼
を
受
け
て
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
て

「
仏
教
と
自
然
」
と
題
し
た
お
話
を
し
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

ま
た
、
ド
イ
ツ
の
フ
ル
ダ
神
学
大
学
と
姉
妹
校
の
提
携
を
な
し
、

仏
教
の
大
学
と
キ
リ
ス
ト
教
の
大
学
が
交
流
す
る
と
い
う
歴
史
上
例
の
な
い
画
期
的
な
事
業
も
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
フ
ル
ダ
神
学
大
学
か
ら
二
人
の
教
授
が
来
日
さ
れ
た
お
り
、

私
が
名
誉
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
比
較
思
想
学
会
で
、

キ
ナ
ス
ト
教
の

一
つ
の

重
要
な
観
念

「超
越
」
と
実
践
形
態

「
先
祖
崇
拝
」
に
つ
い
て
、

御
研
究
報
告
を
頂
い
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

博
士
は
、

『オ
ト
ス
ト
リ
ア
入
門
』

『ド
イ
ツ

・
フ
ル
ダ
市
入
門
』
と
い
う
書
物
も
御
監
修
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
内
容
は
、

歴
史

・
地
理
の
み
な
ら
ず
、
，政
治

・
経
済

・
社
会

・
文
化

・
教
育
な
ど
を
包
括
し
た
、

き
わ
め
て
有
益
な
も
の
で
す
。

福
祉
事
業
団
関
係
で
は
、

四
天
王
寺
病
院
を
全
面
的
に
改
築
す
る
な
ど
、
一大
阪
府
に
全
部
で
二
十
三
あ
り
ま
す
施
設
の
拡
充

。
発
展
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、

昭
和
六
十
年
か
ら
平
成
五
年
ま
で
は
、

大
阪
府
管
轄
の
社
会
福
祉
法
人

・
大
阪
府
障
害
者
福
祉
事
業
団
の
理
事
長
も
務
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、

昭
和
三
十
七
年
か
ら
長
年
、

民
生
委
員

・
児
童
委
員
を
な
さ
り
、

現
在
も
、、

大
阪
社
会
事
業
経
営
協
会
会
長
、

大
阪
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
盟
会
長
、

社
会
福
祉
法
人
大
阪
市
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
、

大
阪
市
社
会
教
育
委
員
と
し
て
ご
活
躍
で
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　
　
　
一

宗
教
家
と
致
し
ま
し
て
は
、

昭
和
五
十
四
年
か
ら
平
成
七
年
ま
で
、

四
天
王
寺
の
執
事
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、

大
阪
市
仏
教
会
会
長
、

大
阪
府
仏
教

会
会
長
を
歴
任
さ
れ
た
、

大
阪
の
仏
教
会
の
重
鎮
で
あ
ら
れ
ま
す
。

最
近
、

四
天
王
寺
を
本
山
と
す
る
和
宗
の
管
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

以
上
の
よ
う
に
、

諸
方
面
に
広
く
御
活
躍
で
ご
ざ
い
ま
す
が
ハ
財
団
法
人
東
方
研
究
会
に
対
し
ま
し
て
も
、

平
成
七
年
ま
で
長
き
に
わ
た
り
、
関
西
に
お
け
る
東
方

学
院
後
援
会
の
取
り
ま
と
め
役
と
し
て
、

大
変
な
御
尽
力
に
よ

っ
て
、

御
支
援
頂
き
ま
し
た
。　
　
　
　
‐　
　
　
　
　
　
　
　
‐）

多
く
の
甚
大
な
御
功
績
に
た
い
し
ま
し
て
は
、

既
に
、

厚
生
大
臣
賞
、

読
売
新
聞
社
医
療
功
労
賞
、

大
阪
市
民
表
彰
、

藍
綬
褒
章
、

動
四
等
旭
日
章
、

林
記
念
賞
、

を
お
受
け
に
な
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

内
外
に
わ
た
る
博
士
の
学
術
推
進

へ
の
ご
貢
献
に
対
し
ま
し
て
、
こ
こ
に
、

財
団
法
人

・
東
方
研
究
会
は
、

「東
方
学
術
推
進
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顕
彰
」
を
お
贈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

韓
国
精
神
文
化
研
究
院
教
授
で
あ
り
ま
す
金
知
見
博
士
は
、　

一
九
六
三
年
に
韓
国
の
東
国
大
学
校
大
学
院
で
哲
学
修
士
号
を
取
得
後
、
日
本
の
駒
澤
大
学
大
学
院
に

留
学
さ
れ
、　

一
九
六
七
年
に
禅
学
専
攻
で
同
大
学
博
士
課
程
を
修
了
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
東
京
大
学
大
学
院
に
進
ま
れ
、

華
厳
学
専
攻
で

一
九
七

一
年
に
博
士
課
程

を
修
了
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
大
学
大
学
院
在
学
中
の
一
九
七
〇
年
に
は
東
国
大
学
校
仏
教
大
学
の
助
教
授
に
任
命
さ
れ
、　

一
九
七
二
年
に
は
東
京
大
学
大
学
院
よ
り

．

『新
羅
華
厳
思
想
の
研
究
』
に
て
文
学
博
士
号
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

韓
国
に
帰
国
後
、　

一
九
七
六
年
ま
で
東
国
大
学
仏
教
大
学
助
教
授
を
務
め
ら
れ
、

国
立
江
原
大
学
校
人
文
大
学
教
授
を
経
て
、　

一
九
八
九
年
よ
り
韓
国
国
立
精
神
文

化
研
究
院
教
授
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
間
、　

一
九
七
六
年
に
は
大
韓
伝
統
仏
教
研
究
院
を
創
設
さ
れ
、

以
後
、

院
長
と
し
て
あ
ま
た
の
研
究
、

数
多
く

の
出
版
を
て
が
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
加
え
ま
し
て
、

十
二
回
に
わ
た
る
国
際
仏
教
学
学
術
会
議
の
開
催
と
、

韓
国
内
外
の
仏
教
学
発
展
と
学
術
交
流
に
尽
力
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た

一
九
九
〇
年
に
は

一
般
の
人
々
へ
の
仏
教
思
想
浸
透
を
目
指
し
海
東
大
学
校

・
仏
教
教
育
大
学
を
創
設
さ
れ
、

そ
の
大
学
院
長
と
し
て
教
育
の

任
に
当
た
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

金
知
見
博
士
の
業
績
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、　

公

）
新
羅
義
相
関
係
、　

公
じ

高
麗
均
如
関
係
、　

舎
じ

高
麗
知
訥
関
係
、

（
四
）
朝
鮮
金
時
習
関
係
の
大
き

く
四
種
に
わ
け
ら
れ
ま
す
。

博
士
の
研
究
の
核
心
は
、

あ
く
ま
で
韓
国
華
厳
学
の
研
究
で
ご
ざ
い
ま
す
。

特
に
、

「
華
厳

一
乗
法
界
図
記
訳
註
」
で
は
、

海
印
寺
所
蔵
の

「法
界
図
叢
髄
録
」
の
中
に
み
ら
れ
る

「法
界
図
記
」
と
大
正
新
修
大
蔵
経
中
の

「法
界
図
記
」
両

本
の
校
勘
を
行
な
い
、

大
正
新
修
大
蔵
経
の
誤
謬
を
指
摘
し
義
相
の
華
厳
思
想

へ
の
接
近
を
可
能
に
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、

金
博
士
ご
編
集
の

『均
如
大
師
華
厳
学
全

書
』
は
、

海
印
寺
所
蔵
の
均
如
関
係
の
版
木
を
中
心
に
均
如
の
依
拠
文
献
に
級
密
な
頭
註
を
つ
け
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
不
明
で
あ

っ
た
中
国

・
朝
鮮

・
日
本
の
当
時
の
典
籍

・
人
物
な
ど
が
明
ら
か
と
な
り
、

爾
来
、

韓
国
内
外
で
の
華
厳
研
究
の
重
要
な
テ
キ
ス
ト
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
文
献
の
調
査
を
行
な
い
、

数
多
く
の
資
料
を
発
表
さ
れ
、

韓
国
仏
教
学
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
如
き
金
知
見
博
士
の
仏
教
学

・
華
厳
学
に
関
す
る
ご
業
績
を
高
く
評
価
し
て
、

財
団
法
人
東
方
研
究
会
は

「東
方
学
術
賞
」
を
贈
り
、

御
功
績
を
称
え
た
い

と
存
じ
ま
す
。



田
辺
和
子
博
士
は
、

東
京
大
学
な
ら
び
に
同
大
学
大
学
院
に
お
い
て
イ
ン
ド
学

・
仏
教
学
を
研
究
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
の
ち
、

タ
イ
国
王
立
チ

ュ
ラ
ロ
ン
コ
ー
ン
大

学
に
お
き
ま
し
て
、

ヴ
ィ
ス
ッ
ド
ゥ
教
授
に
就
い
て
、

パ
ー
リ
仏
教
と
く
に
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
研
究
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

帰
国
後
、

敦
賀
女
子
短
期
大
学
助
教
授
を
経

て
、

現
在
は
名
古
屋
大
学
講
師

・
愛
知
学
院
大
学
講
師

・
東
方
学
院
講
師
と
し
て
原
始
仏
教

・
南
方
上
座
部
仏
教
の
研
究
に
専
念
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

平
成
六
年
十
二
月

「
パ
ー
リ
聖
典
に
見
ら
れ
る
物
語
文
学
の
世
界

・
・
・
軍
ユ
８
Ｂ
Ｆ
車
で
は
じ
ま
る
過
去
世
物
語
の
研
究

・
・
・
」
と
題
す
る
論
文
で
、

愛
知
学
院

大
学
よ
り
博
士

（文
学
）
の
学
位
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

本
論
文
は
同
名
の
タ
イ
ト
ル
で
平
成
九
年
二
月
二
十
八
日
山
喜
房
仏
書
林
よ
り
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
書
は

パ
ー
リ
聖
典
に
見
ら
れ
る
物
語
文
学
の
世
界
の
う
ち
、

こ軍
ユ
８
３
ｇ
孔
で
は
じ
ま
る
物
語
九
十
七
話
を
取
り
上
げ
て
、

そ
れ
ら
の
内
容
と
モ
チ
ー
フ
お
よ
び
現
れ
方
で
あ
る
表
現
形
式
を
調
査

・
分
類
し
、
こ
れ
ら
の
物
語

が
仏
教
文
学
上
ど
の
類
型
に
あ
た
る
か
を
、

仏
教
思
想
と
の
関
連
を
考
察
し
つ
つ
解
明
し
た
労
作
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

訳
書
と
し
て

『ジ
ャ
ー
タ
カ
全
集
、

第
二
巻
』

（春
秋
社
）
、

『仏
教
説
話
体
系
十
二
、

ダ
ン
マ
パ
ダ
ア
ッ
タ
カ
タ
ー
よ
り
』

『
同
二
四
、

世
界
の
ジ
ャ
ー

タ
カ
　
一
一、
タ
イ
編
　
パ
ン
ニ
ャ
ト
サ
ジ
ャ
ー
タ
カ
よ
り
』

（す
ず
き
出
版
）
が
あ
り
、

共
著
と
し
て
は
私

（中
村
元
）
と
の

『ブ

ッ
ダ
物
語
』

（岩
波
ジ

ュ
ニ
ア
新
書
）
、

『仏
像
散
策
』

『
仏
教
植
物
散
策
』

『
仏
教
動
物
散
策
』

（東
京
書
籍
）
、

『人
間
釈
尊
の
探
求
』

（サ
ン
ポ
ー
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

田
辺
和
子
博
士
は
、

わ
が
国
で
は
数
少
な
い
本
格
的
な
パ
ー
リ
文
学
研
究
者
で
あ
り
ま
す
。

東
方
研
究
会
で
は
今
ま
で
評
議
員
と
し
て
そ
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

同
博
士
の
功
績
を
讃
え
て
、

財
団
法
人
東
方
研
究
会
は
こ
こ
に

「東
方
学
術
賞
」
を
贈
り
ま
す
。

本
日
の
式
典
に
つ
き
ま
し
て
は
、

朝
野
各
方
面
か
ら
御
多
忙
の
中
を
御
繰
合
わ
せ
御
臨
席
賜
り
、

あ
る
い
は
電
報
な
ど
で
祝
意
を
お
伝
え
下
さ
い
ま
し
た
こ
と
を
、
こ

こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第 10回  東 方 学 術1賞顕 彰 式

顕 彰 者

略 歴 ・主 要 著 作 目録

日時 :1997年 3月 24

於 : イ ン ド大使 館

財 団法人  東 方研究会



充息博士

ガ

枝

泉
　
　
一二

ギ =イ精 守寺 冴 J弱 華 移

9 2 3年 4月

9 5 0年

9 5 5年

9 5 5年 ～ 1

9 5 9年 ～ 1

9 6 2年

9 6 2年

9 6 3年

9 6 4年

9 6 7年

9 7 1年

9 7 5年

9 8 7年

9 9 3年

1 8日 生

東京大学大学者ぃ哲学科卒業

東京大学大学院 修 了

東京大学大学部助手

西 ドイツのア レクサ ングー ・フ ォン ・フ ンボル ト奨学生 とし
'

ミュンヘ ン大学に留学

ミュンヘ ン大学か ら D「.Ph i l .を 受 ける

共立薬科大学教恭部助教授

国学院大学夫学部哲学科阜任講師

国学院大学大学部哲学科助教技

国学院大学大学部哲学科教校

大学博士子取得

筑波大学哲学思想学系教授

日本大学夫理学部哲学科教授

日本大学夫理学部哲学科教技定年退職

同大学院非常勤講師 として現在に至 る

６

　

　

６

９

　

　

９

2年

2年



妻士

生

第一高等学校夫科乙類 (第一タト国語 :ド イッ語)入 学

東京帝国大学法学部法律学科入学

(病気のため入退学あ り)

同学科卒業

高等夫官試験司法科合格

第一生命保険相互会社入社

第一生命保険相互会社退社

日本弁護士連合会東京弁萩士会理事 として活動 (目J会長)

任期一年、期間満了後退社

株式会社大気社 (泉証第一部上場)社 タト監査役

財回法人燕方研究谷常務理事 ・評議員

二信含摩株式会社取締役

勅四等瑞宝幸を受ける

ン

泉 ブ ブ 崇許 チ 断 守佳 毛雀 豆 貫 彰

ヤ村依 夫弁

9 1 2年 5月 1 8日

9 3 0年

9 3 3年

9 4 1年

9 4 9年

9 5 3年

9 6 7年

9 7 0年

9 8 9年
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森口禅 朝管長

2 3年 1月

3 5年

5 4年

4 5年 ｀ 1

4 9年 ～ 1

5 5年 ～ 1

5 5年 ～ 1

5 7年 ～ 1

6 2年 ～

79年 ～ 1

8 2年 ～

83年 ～ 1

8 3年 ～ 1

8 4年 ～ 1

8 5年 ～ 1

9 1年 ～

92年 ～

93年 ～

93年 ～

95年 ～

97年 ～

20日

9 9 7年

9 9 5年

9 7 9年

9 8 3年

9 8 2年

9 9 5年

9 9 5年

9 9 1年

9 9 5年

9 9 3年

生

得度史戒

学位史領 (医学博士)

社会福社法人四天工寺福社芋共団四天工寺病院医師

宗教法人四天工寺支院ヤえ院住職

宗教法人四天工寺執事

社会福社法人四天工寺福社事業回常務理事

学校法人四天工寺国際仏教大学短期大学部非常勤講師

民生委員児童委員

宗教法人四入工寺執手長

大F/R社会事業経営協会会長

社会福社法人社会福社法人福祉事業回理学長

大阪市イム教会会長

学校_法人四天工寺学国理事長

社会福社法人大阪府障害者福社事業国理事長

大阪府仏教会会長

大阪市民生委員児童委員連盟会長

社会福社法人大阪市社会福祉協議会言J会長

大阪市社会教育委員

宗教法人四天工寺言J管長

宗教法人四天工寺管長
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泉 方 学 術 賛

金知見博士

1 9 3 1年 1

1 9 6 0年

1 9 6 3年

1 9 6 7年

1 9 7 1年

1 9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

7 3年

7 0年 ～ 1 9 , 7

7 6年 ～

7 6年 ～

83す 卜～ 19

8 8年 ～ 19

8 9年 ～

90年 ～

90年 ～

94年 ～ +9

1月 2 8日  生

大学博士子取得 (東京大学)

6午  泉 国大学校仏教大学助教授

日本ビP度学仏教学会理事

大韓伝統仏教研究院 院長

89年  江 原大学校 人夫科学大学哲学科教授

89年  江 原大学校人夫科学研究所所長

幹国精神文化研究院教按

海共仏教大学大学院長

仏教教育大学大学院長

95年  東 京大学人夫科学研究科客員教技

来国大学校イム教学科卒業

哲学項士取得 (来国大学校)

駒洋大学大学院人夫科学研究所博士課程修 了

泉京大学大学院人夫科学研究科博士課程修 了



韓
ド
掛
許
許
十
一
キ
一
一
一
ミ■
チヤ
■
一十■
一

芽謹を戸宇生琳 子 a輩

口 辺オロ子 博 士 ,

9 4 4年 1月 20日   生

96 7年        共 京大学大学部卒業

970年      イ 燕京大学大学院修士課程修 了

197 5年       (来 京大学大学院博士課程修 了

197 6年 ～       燕 方学院講師

197 9年 ～ 19 8 4年  埼 玉大学教泰却非常勤諾節

199 0年 ～      名 古屋本学大学部非常勢諾節

199 1年 ～ 19 9 2年  軟 賀女子短期大学助教被

199 3年 ～      財 団法人燕方研究会評議員

199 3年 ～ 19 9 4年  愛 知学暁大学大学院大学研究科研究員

199 5年       1  大 学博士子取得 (愛知学院大学)|

1 9 9 5年 ～      愛 知学院大学大学部 宗教学科非常勤講師'


